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Ⅰ. SteeLinC の概要

ブランド創設について

当社棒線事業部は、棒線製品の重要な加工工程を担う
加工メーカー各社とともに、新たな事業ブランド「SteeLinC 」を
立上げ、2014年10月1日より運用を開始いたします

読み：スティーリンク

定義：新日鐵住金の棒線事業部門(*)のブランド

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.

(*)当社棒線事業部・棒線関連部門、及びSteeLinC メンバー会社の総称
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Ⅰ. SteeLinC の概要

SteeLinCの理念（ブランドステートメント）

私たち、新日鐵住金の棒線事業部門は、私たち、新日鐵住金の棒線事業部門は、

加工工程まで含めて長年培ってきた
製造実力・加工利用技術力をベースに、

世界最先端の棒鋼・線材商品の提供や

「鋼材×工法」の組み合わせによる価値創造などを通じて、

客様 製 価値向 や生産性向 献 すお客様の製品価値向上や生産性向上に貢献していきます。

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.
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Ⅰ. SteeLinC の概要

SteeLinC = Steel + Link + Customer
S： Steel （新日鐵住金の棒線）
Ｌ： Link （つながり）Ｌ： Link （つながり）
C： Customer（お客様）
を組み合わせた造語を組み合わ 造語

お客様とLinkし、製品価値向上や生産性向上（高強度・軽量化・
工程省略・環境対応等）に貢献していく理念を表現

SteelSteel CustomerCustomerLink

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.
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Ⅰ. SteeLinC の概要

SteeLinC メンバー会社
当社と事業戦略を共有し、最終製品に至るまでの主要な
サプライチェーンを担っているメンバー会社と「SteeLinC 」を共有

分野 品種 メンバー会社
日鉄住金精鋼株式会社

菱金 業株 会松菱金属工業株式会社

日鉄住金鋼線株式会社

宮崎精鋼株式会社磨棒鋼 宮崎精鋼株式会社

株式会社サンユウ
日鉄特殊鋼棒線製品（蘇州）有限公司
NIPPON STEEL & SUMIKIN Steel Processing

冷間鍛造用鋼線自動車・
建産機等

NIPPON STEEL & SUMIKIN Steel Processing
 (Thailand) Co., Ltd

冷間鍛造・機械加工 日鉄住金精圧品株式会社
ばねばね
PC鋼線
高力ボルト 日鉄住金ボルテン株式会社

各種溶材 溶材 日鐵住金溶接工業株式会社

鈴木金属工業株式会社
建築・土木

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.

各種溶材 溶材 日鐵住金溶接工業株式会社
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Ⅰ. SteeLinC の概要

SteeLinC見取り図
当社棒線をご使用いただいている加工・製品分野それぞれに
うれしさ（高強度・軽量化・工程省略・環境対応等）をお届け

[鋼材] [二次加工・部品加工] [製品組立]
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Ⅱ. SteeLinC 創設の背景

棒鋼・線材とは

自動車、建築・土木分野等に使用される棒線形状の鋼材
（駆動部品・保安部品等）
製品内部に組み込まれ「目に見えない」ものが多数だが、
モノの安全・安心に関わる基本性能を左右する
重要部品の素材

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.
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Ⅱ. SteeLinC 創設の背景

棒鋼・線材マーケットの特徴

「横」のひろがり（品種・需要分野の多様さ）

「
縦

（
加

新日鐵住金（棒線事業部）
棒鋼 ＢＩＣ 普通線材特殊線材縦

」
の
つ
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工
工

松

磨棒・ＣＨメーカー 特線加工メーカー
普線加工メーカー

日鉄住金精鋼・松菱金属・日鉄住金鋼線・

宮崎精鋼・サンユウ・NBC中国・NSSPT
日鉄住金溶接工業（溶材）・鈴木金属（ばね他）

磨棒鋼 冷間圧造用鋼線

つ
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Ⅱ. SteeLinC 創設の背景

「横」への対応：多様な作り込み・商品メニュー

棒線製造ミル
製品 加工ライン

高機能商品メニュー
（例：自動車分野）

室蘭
棒鋼

製品
サイズ

加 ライン
（当社保有）

棒鋼 φ19～350 －

高機能商品ラインナップ

熱間鍛造部品 熱間鍛造用　高強度非調質鋼

冷間圧造部品 冷間圧造用棒鋼

部品名

棒鋼

八幡
棒鋼 棒鋼 φ19～220 熱処理

冷間圧造部品 冷間圧造用棒鋼

コンロッド 高強度FS/クラッキングコンロッド用鋼

弁ばね 高強度弁ばね用線材

歯車 高強度歯車用鋼（XG5など）

軟窒化部品 低歪高耐久軟窒化鋼

エンジン

トラ和歌山

室蘭
線材

BIC φ19～60
線材 φ5.5～22

酸洗・熱処理
皮膜・中間線

マイルド浸炭用鋼

粗大粒防止鋼（エヌエスエース®、NSACE®）

マイルドアロイ、スーパーマイルドアロイ

高周波焼き入れ部品 高強度高周波焼入れ用鋼

浸炭部品

トランス
ミッション

和歌山
棒鋼 棒鋼 φ230～400

線材

八幡
線材

君津

線材 φ5.5 22

BIC φ18～52
線材 φ5.5～21

皮膜 中間線

酸洗・熱処理
皮膜・中間線

冷間圧造部品 スーパーフォージ（SF）

シャフト類 直接焼ならし処理鋼（FG、DN)

懸架ばね 高強度懸架ばね鋼

タイヤ スチールタイヤコード用線材

高強度ボ ト用鋼( ｼﾘ ﾞ シリ ズ）

足回り

君津
線材

釜石
線材

線材 φ5～15

線材 φ5～15

－

－

高強度ボルト用鋼(MBｼﾘｰｽﾞ、ADSシリーズ）

冷間鍛造用ボロン鋼（SBR、NHB®）

冷間鍛造用非調質鋼(NHF®、SUC80D)

焼なまし省略型低炭素ｱﾙﾐ・ｷﾙﾄﾞ鋼(SNH**A/B)

新軟質線材（DS）

ボルト・ナットファスナー

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.

線材 新軟質線材（ ）

軟質線材（SCS®）

焼鈍簡省略線材（ED,EC,ES)
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Ⅱ. SteeLinC 創設の背景

「縦」への対応：加工サプライチェーン網の整備

【例：CH二次加工拠点】

日鉄住金精鋼（沼津・堺・小倉）
*磨棒鋼・CH用鋼線(二次加工品)

サンユウ（枚方・八尾・熊本）
*磨棒鋼・CH用鋼線(二次加工品) ■二次加工のグローバル展開

NSSPT（ASEAN，タイ）グローバルへグローバルへ NSSPT（ASEAN，タイ）
*磨棒鋼・CH用鋼線(二次加工品)

NBC中国（中国，蘇州）
*CH用鋼線(二次加工品)

新日鉄住金とSt Li C メンバ 会社

宮崎精鋼
（名古屋・知多・十四山）
*磨棒鋼・CH用鋼線(二次加工品)
*素形部品加工（部品加工品）

新日鉄住金とSteeLinC メンバー会社
（松菱金属工業・日鉄住金精鋼・
宮崎精鋼・サンユウ）で共同出資、
共同運営を実施

日鉄住金鋼線（岐阜・静岡）
*CH用鋼線(二次加工品)

松菱金属工業（羽村・君津・室蘭）
*磨棒鋼・CH用鋼線(二次加工品)
*素形部品加工(部品加工品)

*素形部品加工（部品加工品）

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.

*CH用鋼線(二次加工品) *素形部品加工(部品加工品)
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Ⅱ. SteeLinC 創設の背景

マーケットリーダーの地位を確立

特殊鋼棒鋼シェア
新日鐵住金 Ａ社 B社 C社 その他

１位

特殊鋼バーインコイルシェア

新 鐵住金
（20％）

社
（20％）

社
（15％）

社
（15％）

そ 他
１位

新日鐵住金
（35％）

A社
（40％）

その他
２位

特殊線材・低高炭線シェア
新日鐵住金
（ ）

A社
（ ）

その他
１位

普通線材・普通バーインコイルシェア
（45％） （35％）

１位

新日鐵住金
（50％）

A社
（25％）

その他
１位

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.
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Ⅱ. SteeLinC 創設の背景

業界をリードする商品開発力（外部表彰実績）

22

25

棒
線

新日鐵住金
（累計）

（*）外部団体表彰
大河内賞、市村産業賞、文部科学大臣賞
ものづくり日本大賞 日本塑性加工学会賞

当社の受賞案件（’09以降）

【高機能・コスト低減・環境対応】

①高強度Pbﾌﾘ ｸﾗ ｷﾝｸﾞ用非調質鋼22
20

線
外
部
団

ものづくり日本大賞、日本塑性加工学会賞
日本金属学会賞、日本鋼構造協会賞

①高強度Pbﾌﾘｰｸﾗｯｷﾝｸ 用非調質鋼

（高強度＋非調質化＋環境対応）

【高機能・コスト低減】

1315
団
体
表

他社A
（累計）

新日鐵住金

②焼準省略可能な高強度軟窒化

ｸﾗﾝｸ用鋼（高強度＋工程省略）

【高機能】

6

9
9

10
彰
受
賞

新日鐵住金
（年度）

他社A

③疲労寿命延伸を可能とした新鋼材

（高寿命化）

【コスト低減】

3

6

4
3 2

4
6

6
5

件
数
（
*

（年度）
【コスト低減】

④強靭性熱間鍛造用鋼（非調質化）

⑤細径高炭素ｸﾛﾑ鋼線

（伸線 熱処理省略）
1 0

0
94～'98 99～'03 04～'08 09～'13

*
）

（伸線・熱処理省略）

【環境対応】

⑥低炭素鉛ﾌﾘｰ快削鋼「ｽﾐｸﾞﾘｰﾝCS」

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.
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Ⅱ. SteeLinC 創設の背景

今後の変化①グローバル市場での棒線需要の伸長

【例：自動車生産台数見通し(*) 】

12000 その他

（単位；万台）

10000

その他

欧州

中南米

北米

6000

8000
北米

ASEAN

中国

4000

6000 中国

日本

0

2000

(*)出所：各種統計資料・当社推定

0
2012CY 2014CY 2017CY 2020CY

～2020CYにかけ 世界的な自動車生産の増加に伴う

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.

( )出所：各種統計資料 当社推定 ～2020CYにかけ、世界的な自動車生産の増加に伴う
棒線需要の伸長を予想
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Ⅱ. SteeLinC 創設の背景

今後の変化②棒線に対するニーズの高度化

【国内】
人手不足の深刻化・エネルギーコスト増足 深刻 増
→安定品質や工程省略に資する素材への期待の高まり

自動車モジュール化（規格化・標準化）の進展
→新機能・新製品を求める動きの増加

【海外】
経済成長による所得水準UP・環境意識の高まり

ズ→高機能商品のニーズ増大

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.
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Ⅱ. SteeLinC 創設の背景

今後、当社棒線事業に求められること

変化①グローバル市場での棒線需要の伸長
変化②棒線に対するニーズの高度化

鋼 も含 提供★鋼材の加工工程も含めたソリューション提供

（一貫での製品価値向上への貢献）（ 貫での製品価値向上への貢献）

★高機能・ハイエンド商品の開発・適用の加速

★卓越した製造実力・基本品質力の更なる強化

⇒これらの施策を 供給網の拡充とともに強化・推進⇒これらの施策を、供給網の拡充とともに強化・推進

する為、 を事業ブランドとして創設

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.
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Ⅲ. SteeLinC を支える3つの軸

SteeLinC を支える3つのブランドの構造
SteeLinC の理念を体現する3つの軸として「SYNERGIA 」
「XSTEELIA 」 「MAESTRIA 」というブランドを創設

鉄の極限を追求した「 材 法 よ

ブランド・ロゴ 定義

鉄の極限を追求した
ハイエンド商品群

「鋼材×工法」による
次世代バリューイノベーション

EXTREME
－極限を追求した究極の鉄
EXCELLENCE
最高の技術を駆使した卓越性

SYNERGY
－お客様との相互連携
加工熱処理、鍛造、浸炭、窒化、
高周波 ソリ シ ン技術等

事業
ブランド

SteeLinC
（読み：スティーリンク）

新日鐵住金の棒線

－最高の技術を駆使した卓越性
EXCEPTIONAL
－完成度を高める品質管理
EXPERT
－専門技術と総合力による信頼性

高周波、ソリューション技術等
とのコラボレーション
－二・三次加工で真価を発揮する
高機能鋼

製造実力
ブランド

MAESTRIA
（読み：マエストリア）

Fundamental WAZAFundamental WAZA
先進技術力と現場力

（＝基本品質力）

Ｓ：Steel
Ｌ：Link
Ｃ：Customer

商品
ブランド

XSTEELIA
（読み：エクスティーリ

ア）

基本品質力
- 化学成分、焼入れ性、表面疵、脱炭、非金属介在物、中心偏析、寸法精度 等

品質保証体制
- 製鋼から最終製品までの徹底した工程管理とトレーサビリティ、最新鋭かつ高度な検査機器による品質保証 等

SYNERGIA
（読み：シナジア）

ソリューション
ブランド（加工商品含

む）

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.
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Ⅲ. SteeLinC を支える3つの軸

①SYNERGIA 概要
「鋼材×工法」により新たな製品価値を生み出す
ソリューション・プロダクツを総称するブランド

相乗作用・共同作用を意味する「SYNERGY」を語源にした造語

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.
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Ⅲ. SteeLinC を支える3つの軸

①SYNERGIA 事例【【冷間鍛造技術ソリューション冷間鍛造技術ソリューション】】

ⅱ.設備：鍛造試作

～「～「××工法」まで踏み込んだ解析技術・設備を保有～工法」まで踏み込んだ解析技術・設備を保有～

ⅰ.解析技術：鍛造FEM解析 ⅱ.設備：鍛造試作
[当社600ton 複動プレス]

ⅰ.解析技術：鍛造FEM解析
[ピニオンシャフトFEM解析] [金型応力解析]

1000

[試作例
（ピニオンシャフト）]

0

250

500

750

1000 （ピニオンシャフト）]

-1000

-
750

-
500

-
250

0

1000

★鍛造によって材料に加わる最大応力等を
あらかじめ計算・解析可能

★当社ラボで鍛造試作が可能
→荷重や部品仕上り形状等を事前に確認でき
お客様の開発工期短縮に貢献できます

あらかじめ計算 解析可能
→お客様実工程でも工業生産が可能な
加工性（変形能・割れ）を持った材料と
最適な鍛造工法を提案できます

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.

お客様の開発工期短縮に貢献できます最適な鍛造工法を提案できます
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Ⅲ. SteeLinC を支える3つの軸

①SYNERGIA 事例【【冷間鍛造技術ソリューション冷間鍛造技術ソリューション】】

～お客様の工程省略・部品トータルコスト低減に寄与～～お客様の工程省略・部品トータルコスト低減に寄与～

熱
間
鍛

熱鍛用鋼

（JIS鋼）
熱鍛 焼準 切削

表面

硬化
仕上

鍛
造

１０

[部品コスト内訳]

１０ ５ ６５ ５ ５ １００（指数）

冷
冷鍛用鋼 冷鍛 表面

（省略）
切削 仕上

冷
間
鍛

（開発鋼） （*1） 硬化
（省略）

レス(*2) レス(*2)

（*1）当社ラボでの

シミュレーション可能

（*2）冷鍛によるニアネットシェイプ化で

切削等の機械加工量を削減

造
シミ レ ション可能

[部品コスト内訳]

１５ ４０ ２５２０

切削等の機械加 量を削減

★部品トータルコスト低減
（従来比10～20％）
★結晶粒微細化による

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.

★結晶粒微細化による
部品の疲労強度UP
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Ⅲ. SteeLinC を支える3つの軸

②XSTEELIA 概要
最終製品の価値向上に資するハイエンド鋼材商品ブランド

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.
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Ⅲ. SteeLinC を支える3つの軸

②XSTEELIA 事例【【クラッキングコンロッド用鋼クラッキングコンロッド用鋼】】

～鉄の可能性を極限まで追求～鉄の可能性を極限まで追求（高強度・きれいに割れる材料）（高強度・きれいに割れる材料）～～

従来「鋼」では不可能とされてきたクラッキング用鋼を開発鋼」 鋼

→相反するⅰ.疲労強度、ⅱ.切削性、ⅲ.クラッキング性の全てを満足

[求められる鋼材特性][求められる鋼材特性]

★新コンロッドを実用化するには
相反する要求を満足する新材料
が必要

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.
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Ⅲ. SteeLinC を支える3つの軸

②XSTEELIA 事例【【クラッキングコンロッド用鋼クラッキングコンロッド用鋼】】

～鉄の可能性を極限まで追求～鉄の可能性を極限まで追求（高強度・きれいに割れる材料）（高強度・きれいに割れる材料）～～

当社は最新の解析技術を駆使し、ナノスケールの組織制御に成功技 使 、 御

→お客様ニーズを全て備えた新材料を開発・実用化

★最新のナノレベル解析技術を駆使して★最新のナノレベル解析技術を駆使して
バナジウム等のナノ析出物で強化した
新材料を開発・実用化

★優れたクラッキング性をお客様に提供
高い疲労強度を持ちながら、相反する
切削加工性を非鉛含有成分で実現

C

切削加工性を非鉛含有成分で実現
★受賞履歴：
2006年 本田技研工業（株）／優良感謝賞
2007年 日本金属学会／技術開発賞[微細析出物のTEM観察]

100 nm

V

[3次元AP-FIM観察]

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.

2007年 日本金属学会／技術開発賞
2009年 ものづくり日本大賞／特別賞

[微細析出物のTEM観察] [3次元AP-FIM観察]
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Ⅲ. SteeLinC を支える3つの軸

③MAESTRIA 概要
当社Grの持つ先進技術力・現場力を表す製造実力ブランド
熟練者・精通者を意味する「MAESTRO」を語源にした造語

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.
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Ⅲ. SteeLinC を支える3つの軸

③MAESTRIA 事例【【BarBar一本管理一本管理】】

～鋼材～鋼材11品単位で製造履歴を把握～品単位で製造履歴を把握～
鋳片

製鋼製鋼

鋼片

分塊

圧延
棒鋼

切断
★厳格な品質管理の下で鋼材生産を
行い、1製品単位で製鋼プロセス
まで遡ることが可能 切断

結束

まで遡ることが可能
⇒安全・安心をご提供
★業界発のBar1本管理を開発
（今後、1ロット単位から順次移行）

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.
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まとめ

ブランド創設について

当社棒線事業部門は、新たな事業ブランド「SteeLinC 」を
立上げ、2014年10月1日より運用を開始いたしますげ、 年 月 り 用を開始 す

私たちは本ブランドの公表とともに、
MAESTRIA ：製造実力・基本品質力の強化
XSTEELIA ：高機能・ハイエンド商品の開発・適用の加速
SYNERGIA ：加工工程も含めた技術開発・ソリューション
を進め、サプライチェーンに乗せてお客様にお届けして
まいります

参考

SteeLinC 専用ウェブサイト：http://www.nssmc.com/steelinc
（2014年9月29日11：00から閲覧可能）

© 2014 NIPPON STEEL & SUMITOMO METAL CORPORATION All Rights Reserved.
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